








要約 : 直接検診を行った先天性無痛無汗症の整形外科的な診察結果を症例毎に重症度が

異なり一概に論じられない点もあるが年齢、成長過程に応じて検討して、全体傾向を検討

した。進行性にであり、長期的かつ心身の全体を把握しての総合的な関節破壊への予防が

たいせつであり、関連メンバーの理解と協力がふかけつである。そしてそのためには高度

な医療対応が必要であることも判明した。 起立あるいは歩行不能となった直接の関節破

壊(シャルコー関節)は、脊椎破壊による対麻痺と両側膝関節破壊でああった。 後者は足

部変形あるいは股関節脱臼との関連もみられ、全体との関連で個々の関節の適切な対応配

慮が早期より必要で、広範なレベルでの本症への理解が要請される。


